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序

本イド度の京都大学構内遺跡の調査は，本部構内，北部構内，医学部枯内および和歌山県

白沢町瀬戸臨海実験所など、の名地で行われた。後半期から助手 1 名のlI1fl があったが，そ

れでもまだ仕事の量が調査担当者の数を上まわった。その点，抱負i会長の二年白をお引受

けいただいた理学部亀井節夫教授には，多大の{It［］負担をかけることになった。現場の調査

が多いということは，センターの本来の目的である研究活劫が十分になされなかったうら

みがなくもなし、。しかし，それは徐々に成果をあげるよう努力したいと思っている。調査

の件数が多いということは，それだけ，建築計困が多いということである。各部局が任意

に建築計困を立てるのを，どこかで整理していただく必要があろう。われわれとしては建

設に追いたてられる調査ではなし学術的研究に基づく調査を実施し，その成果をふまえ

て，大学構内の土地利用について全学的立場から検討されるのが望ましいと考える次第で

ある。

本年度の調奇にあたっても，多くの人々の御協力をいただいた。京都大学構内追跡調査

会と当センターの委員諸先生には，それぞれの専門分野から有益な御教示をいただいた。

また，奈良国立文化財研究所，高槻・m・教育委員会，巽三郎氏からは出土造物について御助

言をいただき，京都市文化問光局文化財保護課，和歌山県教育庁文化財課および京都大学

施設部，経理部，庶務部と各原因部局の御協力をねーた。ここに，厚く :/ill ］礼申しあげる次第

である。

昭和 55 年 1 月

京都大学埋蔵文化財研究センター長

樋 口 隆 康



例日

1 本イ1：報は， 京都大学柄内で昭和 54 年 1 月から同 12 且末日までに発掘・整理作業を終

了した埋蔵丈化財剖五と保存の報告および京都大学構内遺跡lこ関する研究をまとめたも

のである。

2 国土座標lζ 従つて 1辺 50m の方形の地区割をし，調査地r:,

3 居N：とi立構の｛、1世は， 国土座標第 6 座標系住＝－ 108,000 y=-20,000 〕が， ex
=2, 000 Y 二 2,000 ）となる京都大学構内座標によって表示する。ただし，旧来の構内

座標について，本年度，四等三角点からの蹴密な補正を行った（第 1章 2参照〉。

4 造慌の略号を使う場合は，奈良国立文化財研究所の方式に従って， 溝 cs D 〕， 井戸

(SE ）のように表示し，各調交ごとに通し番号を 1 から付した。

5 遺物書号は本文，実測図，写真を通して表示を統ーした。遺跡の詞五名であるローマ

数字のあとに，調査ごとの通し番号を 1から付した。

I ：京都大学北部構内B G31 区発掘調査 V ：京都大学教養部梢内A 024 区発掘剥査

H ：京都大学本部構内AW28 区発掘調査 VI：京都市北白JIJ小倉町遺跡の発掘調査

E ：京都大学古LU キャンパスの試掘調査 VII：京都大学北部構内B D35 区発掘調査

町：和歌山県瀬戸遺跡の試掘調ft

（例 Il ：京都大学北部構内 B G31 区出土遺物 1高〕

6 参考文献は，本文1j:i lこ〔著者名，発表年次〕の形式で表わし，本文末に一括した。

7 造物・遺構の実測と製図は，泉拓良，宇野隆夫， lfuJ 田保良，清水芳裕，五十川伸矢，

吉野治雄， t!tl良久美子，田中はる代，家根昨多，藤原子ヰ伝， j京充，花谷浩，土橋冊子が

担当した。図而のまとめは吉野治雄、が行い，造物の写tn 最彰は清水）Ha が担当した。

8 本文は，槌仁ii隆康，色j干節夫，泉占Li 良，宇野隆夫，岡田保良，清水芳裕，六野治雄，

！長充が各章を分担執筆し，執筆者名は立の初めに記した。

9 編集は，樋口の指導のもとに泉，同 lil が行い，清一；］＜，五十川，吉野が協力した。

11 
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